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前々回から、「身近な自然から考える」授業をしています。先日は、実際に地域の自然を観察し、外の空

気を感じてみよう！とのことで学校の裏山に行きました。目的は生き物の観察とどんなごみが落ちている

のかを調べることです。 

学校の裏はすぐに山なので、「虫などの生き物が結構いるだろうなぁ」という思いと、天気もよかったので、

「自然の中を歩くのは気持ちいいだろうなぁ」と思って出発をしたのですが、虫は意外と少ないと感じました

し、何よりごみが多く、自然の観察どころではなく『ごみ拾いのボランティア』となってしまいました。 

ホームルームでも生徒に話をした事なのですが、教室で資料を使って環境問題を勉強するのは大切な

ことです。それと同時に、自然を感じる感性を養ってほしいなと思います。そして、豊かな自然や住みよい

地球環境をいつまでも大切にしたいという気持ちと、そのために行動ができる大人になってほしいと思いま

す。 

                  

短時間で結構なごみを拾いました。 →                     

【授業の学習ノートより】 

発見した生き物 気づいたこと 

・クモ           ・小魚 

 ・ハチ        ・アメンボ 

 ・チョウ       ・カラス 

 ・トンボ       ・スズメ 

 ・尺取り虫     ・みかんの木 

 ・アリ        ・はぜの木 

 ・蚊            ・蛾 etc 

・名前が分かる虫が多かった 

・夏の生き物から、秋の生き物 

に変わってきている。 

・以外と生き物が多かった 

・案外少なかった 

・秋なのでトンボが飛んでいた 

 

   

 発見したごみ 気づいたこと 

 ・木のくず      ・ビン 

 ・ナイロン      ・カイロ 

・パイプ       ・弁当 

 ・手袋        ・ライター 

 ・たばこ       ・ペットボトル etc 

・空き缶が多かった 

・プラスチックのごみが多かった 

・ごみが多かった 

 

 

学年通信 10号に引き続き「SDGｓ」です。 


